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「ことばと論理」学習指導案

日 時：平成２３年１０月２８日 ５校時

指導学級：３年３組（３４名）

指 導 者：教諭 山田 美樹

１ 題材名 「古文に親しもう」

２ 題材の目標

（１）古文の内容に関心を持ち，自分の意見や考えを深めようとしている。 （関心・意欲・態度）

（２）古文を読み，主題や文の特徴をとらえたり，作品の特性を味わったりすることができる。

（読むこと）

３ 指導に当たって

（１）単元について

一般的に生徒は古文に対し苦手意識をもちやすい。しかし，本作品は主題や構成が焦点化しや

すく，苦手意識の要因ともいえる文法事項等の説明を最小限にとどめることのできる作品となっ

ている。

登場人物の特徴や行動から，古文への関心や興味を高め，また生徒たちの考えを深める力を育

むにあたり，適した題材であると考える。

（２）生徒の実態

本クラスの生徒は，３４名（男子１７名，女子１７名）のクラスである。何事にも熱心な生徒

が多く，明るいクラスである。又，基本的な生活習慣が確立しており，号令などもきびきびとし

て，活気がある。また，表現に関して自発的な生徒が多く，少人数での話合い活動において

も嫌がることなく，積極的に話し合う姿勢がみられる。

（３）指導について

本授業の研究テーマは「読むこと」である。「読むこと」とは，文章の構成や展開，表現の

仕方に着目させ，根拠を明確にして自分の考えをまとめることにあると考える。しかし，作品

を深く読みこむためには，まず，その作品にどれだけ関心や興味をもつことができるかという

ことが必要となってくるのではないかと考えた。よって，これまでの授業では，古文への抵抗

感をなくすべく，題材もできるだけ平易で，内容に面白みがあり，かつ文法事項の説明が最小

限度ですむ作品を意図的に選択し，音読や班活動での話合いを通し，想像して読むことの面白

さを軸として取り組ませたい。

４ 指導計画（４時間扱い）

時 主な学習活動 指導上の留意点・支援 評価規準（観点・方法） 資料・準備物

１ ○説話作品を通して， ○話合い活動を通し，古 ○古文の内容に関心を持 課題プリント

一寸法師の強さを鬼 文を読むことの面白さ ち，自分の意見や考え ①

がどのように考えた や内容の理解を深めさ を持っている。

のか，想像し，話し せたい。 （関心・意欲・態度，

合う。 観察）

○一寸法師の強さについ

て読みを深めている。

（読むこと，

観察・プリント）
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２ ○説話作品を通して， ○話合い活動を通し，古 ○古文の内容に関心を持 課題プリント

空也上人と弟子の関 文を読むことの面白さ ち，自分の意見や考え ②

係，その後の顛末に や内容の理解を深めさ を持っている。

ついて想像し，話し せたい。 （関心・意欲・態度，

合う。 観察）

○空也上人と弟子の関係

から様々なことを想像

し，考えを深めている。

（読むこと，

観察・プリント）

３ ○古典作品「枕草子」 ○話合い活動を通し，筆 ○古文の内容に関心を持 課題プリン

より，横笛の特徴や 者特有の視点，感性な ち，本文の自分の意見 ト③

横笛に対する筆者の ど，読み取りを深めさ や考えを持っている。

視点，考え方を把握 せたい。 （関心・意欲・態度，

する。 観察）

○筆者が横笛に対し，ど

のようなとらえかたを

しているのか，本文を

正しく読み取ってい

る。

（読むこと，

観察・プリント）

４ ○古典作品「徒然草」 ○話合い活動を通して， ○古文の内容に関心を持 課題プリント

より，良覚僧正の気 筆者特有の視点，意図 ち，自分の意見や考え ④

質や行動を踏まえ， など，読み取りを深め を持っている。

作品の特性を把握す させたい。 （関心・意欲・態度，

る。 観察）

○良覚僧正の気質や行動

などをおさえ，本文を

正しく読み取ってい

る。

（読むこと，

観察・プリント）

５ 本時の指導

（１） 題材名 「徒然草」第四十五段

（２） ねらい

① 古文の内容に関心を持ち，自分の意見や考えを持っている。【関心・意欲・態度】

② 良覚僧正の気質や行動などをおさえ，本文を正しく読み取っている。【読むこと】

（
本
時
）
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（３） 指導に当たっての工夫

① 作品に書かれた文や言葉を整理し，内容を理解する。

② 話合い活動から，自分の考えをさらに深める。

本時においては，生徒たちの興味や関心を大切にしながら，話合い活動を通し，本文に書かれ

た言葉や文に着目させ，一つ一つ根拠を明確にする作業を行う。また，筆者兼好法師の意図や思

いなど，本文だけでなく，生徒の意見も尊重しつつ，さまざまな視点や立場に立って，読みを深

めていきたい。

（４） 指導過程

おもな学習活動 指導 導上の留意点・支援 評価規準(観点・方法) 準備物
形態 など

導 １ 本時の学習内容に 一 １ 本時のねらいを伝え ○古文の内容に関心を プリント

入 ついて知る。 斉 る。 持ち，自分の意見や

５ ・作品『徒然草』につい 考えを持っている。

分 ての紹介。 【関心・意欲・態度，

・課題プリントを配布す 観察】

る。

展 ２ 本文の範読，ペア ﾍﾟ ２ 本文の範読後，ペア読 プリント

開 読み，一斉読みをす ｱ み，一斉読みをさせる。

る。

３

５

分 ３ 課題①「良覚僧正」 個 ３

について，整理し， 別 ① 「腹悪し」に注意させ

その特徴をまとめ ながら，課題①を解くよ

る。 う指示する。 ○良覚僧正の気質や行

② プリントの「ヒント」 動などをおさえ，本

（訳）を活用し，課題を 文を正しく読み取っ

考えさせる。 ている。

【読むこと，

観察・プリント】

４ 課題②「良覚僧正」 ４ 名称の理由を本文中よ

は，なぜさまざまな り，抜き出して，課題②

名称（あだな）で呼 を解くよう，指示する。

ばれるのか，その理

由を考える。

５ 課題③「この話か グ ５

ら筆者である兼好法 ル ① 課題②についても，互

師は何を私たちに伝 ー いに内容を確認するよ

えたかったのか」に プ う，指示する。

ついて話し合う。 ② 机間指導を行い，生徒

の活動の支援を行いなが

ら，課題②の解答を板書

する班を決定する。

① 作品に書かれた文や言葉に着目し，内容を整理する。

②話合い活動から，自分の考えをさらに深める。
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６ 課題②，③をまと 一 ６

める。 ① 各班で話し合った内容

斉 を代表者が板書し，課題

及び課題③を確認させ

る。 ○良覚僧正の気質や行

②根拠があいまいになりそ 動などを押さえ，本

うな場合は，適宜補足や 文を正しく読み取っ

助言を行う。 ている。

【読むこと，

観察・プリント】

○古文の内容に関心を

持ち，自分の意見や

考えを持っている。

【関心・意欲・態度，

観察】

終 ７ 本時のまとめ 一 ７ 良覚僧正について，な プリント

結 斉 ぜ筆者が題材に選んだの

５ か，様々な考え方があるこ

分 とに気付かせたい。

（５）評価の観点

具体の評価基準（Ｂ） Ａと判断する学びの姿 Ｃの生徒への手だて

評価① ・古文の内容に関心を持 ・言葉を整理し，友人に分 ・分からない場合は班のメ

関心・意 ち，自分の意見や考えを かりやすく説明してい ンバー同士で説明しあう

欲・態度 持っている。 る。 ように指示する。

評価② ・良覚僧正の気質や行動な ・内容を整理し，作品の主 ・机間指導を行いながら，

読むこと どをおさえ，本文を正し 旨を把握している。 班のメンバーと協力し

く読み取っている。 て，話合いに参加するよ

うに支援を行う。

（６）板書計画

課 課 課

題 題 題

Ｃ ③ Ｂ ② Ａ ①

Ａ…良覚僧正＝腹悪しき人（たいそう怒りっぽい人）

公世の二位の兄

Ｂ…生徒板書

Ｃ…班ごと板書
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